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モンゴル語チャハル方言における‘ʤuu’ 
―モンゴル語と漢語の言語接触の一事例研究として― 
                        
                                       祎丽琦(人文社会科学研究科) 
                               
0．はじめに 
中国領内のモンゴル族は内モンゴル自治区をはじめ約 10 個の自治区や省（市）に分布し
ており、1990 年の統計では内モンゴル自治区のモンゴル民族人口は全自治区の 15.73％を
占めるにすぎない。そして、内モンゴルのモンゴル族の中で実際にモンゴル語を母語とし
ている人口はモンゴル人総人口の 88.36％である（フレルバトル 1997:92）。さらにモンゴ
ル語の使用状況は地域によって異なり、漢語とモンゴル語の混合語で話すモンゴル人は内
モンゴルでは決して少数派ではなく地域分布もかなり広い（フレルバトル 1997:93）。本報
告におけるチャハル方言については都市部ではモンゴル語に漢語を取り入れるのが一般的
であり、牧畜地域ではそれほどではないと認識されている。そこで筆者はいわゆる都市部
（本稿では「町」と扱う）であるシリンゴル盟 i
図 1 に見られるようにシリンホト市は内モンゴルシリンゴル盟に属し、面積は 15758 平
方㎞、人口は 14.9 万人であり、そのうちモンゴル族の人口は 29％の 4.35 万人である（張
2006、优 1999）。グンボラガ・ソムはシリンゴル盟タイブス旗の南端に位置し、漢民族居
住者を中心とした４つの鎮と一つの郷に囲まれ、タイブス旗の中で唯一モンゴル民族を中
心とした地域である。その人口の割合については、全ソムの人口 3158 人のうちモンゴル民
族の人口は 73％の 2316 人という高い割合を占める。なお、内モンゴル自治区の行政区画
を簡単にまとめると図 2 のようになる。 
シリンホト市と牧畜地域であるシリンゴル
盟タイブス旗グンボラガ・ソムに居住するチャハル方言話者を中心に調査を行い、漢語に
由来すると思われるチャハル方言における‘ʤuu’の性質とその地域的違いを考察した。 
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調査方法としては、2008 年―2010 年の間 3 回にわたってシリンホト市に行ったフィー
ルドワークで得た自然会話の録音データから‘ʤuu’が用いられる文を 50 例取り出しグン
ボラグ・ソムに在住する話者 ii
 
に確認調査を行ったところ、こうした表現を日常生活の中で
全員利用することが分かった。チャハル方言における‘ʤuu’は後述するような性質をもち、
これら 50 個の例文はその典型的な例として選ばれたが、本稿ではその中の幾つかをもって
説明を行いたい。なお、本稿におけるチャハル方言の表記は国際音声記号（IPA）を用い、
漢語については漢語ピンインを用いるが記号は次のようである。 
記号： 
‐  モンゴル語文語をローマ字転写する際、動詞の語幹と接尾辞、語と格助詞の切れ目
を‐で表記する。 
*     文頭に付けて非文を表す。 
 
1．チャハル方言に用いられる‘ʤuu’の表現機能 
漢語「就」は一般的に動詞、副詞、接続詞、助詞など四つの性質を兼ねていると言われ
るが、漢語「就」を由来すると思われるチャハル方言における‘ʤuu’はほとんど副詞とし
てしか使われない。副詞である漢語の「就」はモンゴル語に時間副詞の‘dɑrææ’,‘jor-əəs’、
与位格+再帰所属語尾の‘dɑɑŋiii
 
’、強調を表す情態詞の‘ɡɑnʧ’,‘ʤobxəŋ’,‘jɑɑsəŋ ʧ’、
仮定小辞の‘bɔl’、副動詞接尾辞の‘-məɡʧ’に相当すると解釈されている（漢蒙詞典 2005）。
以下これら踏まえて‘ʤuu’の例文を考察したいと思うが、まず‘ʤuu’のチャハル方言の
中での表現機能をまとめると以下のようになる。 
1.1 物事がごく短い時間内で起こる意味を表す。 
 
1）ɔr-lɔɔ    ʤuu   ɑb-ʧəx-ən. 
入る‐未来 ʤuu  貰う‐完了相‐未来 
入ってすぐ貰える。 
 
2) shu ye   xix‐əər   jæb‐səŋ     ɔdɔɔ  ʤuu  ir-ləə. 
点滴注射  する‐造格  行く‐形動・完了  今    ʤuu  来る‐未来 
点滴注射しに行ったからもうすぐ帰ってくる。 
 
3) bii  modəəs  ʤuu  xær‐ʧəx‐ən. 
私  まもなく ʤuu  帰る‐完了相‐未来 
図 1 内モンゴル シリンホト市とグンボラグ・ソム 
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私すぐ帰るから。 
 
これらの例文で‘ʤuu’を前置するのは、近い未来を表す動詞接尾辞‘-lɔɔ’、「今」を意
味する‘ɔdɔɔ’、「まもない」を意味する‘modəəs’であり、物事は近未来或いは今に起こ
る意味を示すが、‘ʤuu’を後置することによって極短い時間内で物事が起こるニュアンス
を伝える。 
 
1.2 物事の起こり或いは終わりが早いことを示す。 
 
4）mɑɡɑɑtər  ʤuu  jæb‐lɑɑ   uu? 
明日     ʤuu  行く‐未来 疑問 
明日もう行くの。 
 
5) ɑb‐ɑɑʧ‐əsən     ɔrœœ-dɔɔŋ     ʤuu  nəə‐ɡəd        toboo‐ʧəx-səŋ. 
貰う‐催促‐形動・完了 夜‐与位格‐再帰所属 ʤuu あける‐形動・継続 配る‐完了相‐形動・完了 
持って帰ったその夜にもう配ってしまった（子供が貰った飴を家に帰ってすぐ配った）。 
 
6) ən      son-əəs   ʤuu  ɡɔr‐ʧəɡən             uu? 
指示代名詞  深夜‐奪格 ʤuu  擬音（水が流れる音）‐オノマトペ→動詞 疑問 
これが深夜から流れていたのですか。 
  
例 4）では‘ʤuu’を用いることによって「明日にも行ってしまうのですか。」という発話
者の気持ちを表す。例 5）では‘ʤuu’を前置する-dɔɔŋ はモンゴル語の中で漢語の「就」
と相当し、時間的に早いことを示すのを 1．の冒頭にも述べたがそれにも関わらず‘ʤuu’
を並べて使用するのは子供が飴を配った行為は思っていたより遥かに早かったことを表現
するためだと考える。そして例 6）‘ʤuu’を入れることによって「水は深夜から流れました
か」というただの質問ではなく、水が流れ出したのは深夜であることを発話者が「とても
早くてもったいない」と感じた気持ちを表す。 
 
1.3 限定を表す。 
 
7）bɔrəxɔt-dʊ        ʤuu  ɑrbɑɑd  ʤil  xɑr‐ʧəx‐səŋ. 
ボルホト（地名）‐与位格  ʤuu  十近く   年  見る‐完了相‐形動・完了 
ボルホトだけで十年近く放牧した。 
 
8）ʧiməx‐əəd  ʤuu  məliəŋ  id-ʧəx-dəɡ. 
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つまむ   ʤuu    結構  食べる‐完了相‐形動・習慣 
ちょっとずつつまんで結構食べちゃうよ。 
9）bii  unər‐t‐əəd           ʤuu  mʊʊxærʊlʤiin. 
私   臭い‐名→動‐副動・分離  ʤuu  気持ちが悪くなる 
私は臭いを嗅ぐだけで気持ちが悪くなっています。 
  
例 7）は‘ʤuu’を使いそれに前置する「ボルホト（地名）」を限定し、ただ「ボルホト（地
名）で十年近く放牧した」という意味ではなく、「ほかのところはともかく、ボルホト（地
名）だけで十年近く放牧した」との意味を示した。8）と 9）では動詞‘ʧiməx‐əəd’「つま
む」、‘unər‐t‐əəd’「臭う」を‘ʤuu’で限定することによって「ほかのことはしなくて
もただその動作をするだけで後ろの結果が出る」という意味を表す。 
 
1.4 物事の追加を表す。 
 
10）minii     ʤuu  tiim,    əməə-iin-x-tææ          ʧin       əɡəə  ædəlxəŋ. 
私（属格）  ʤuu   その通り お母さん‐属格‐？‐共同格 3人称所属 まるで 同じ 
私のもそうだよ、お母さんのと全く同じ。 
 
11) ərəŋxuu        ʤuu  tiim    sœliɔtœœ. 
エレンフ（人名） ʤuu その通り 癖がある 
エレンフにもそういう癖がある。 
 
12) ʊʊl‐ɑɑs‐ɑɑŋ     bææsəŋ bɑɑ, əʧəɡ‐ən           ʤuu  tangniao bing‐tææ. 
昔‐奪格‐再帰所属語尾  あった 疑問 お父さん‐2人称所属 ʤuu   糖尿病‐名→形 
昔から持っていたと思う、お父さんが糖尿病をもっているから。 
  
この場合は、会話の相手が話すことに対して聞き手が類似する別のことを追加する際に
‘ʤuu’をその類似する人物や物事に後続させ、追加の意味を示す。 
 
1.5 強調を表す。 
 
13）xold‐əsəər     ʤuu  mʊʊxææ. 
凍る‐副動・継続  ʤuu  まずい 
凍ったらまずくなる。 
 
14) bii tər       ɔrœœ ʊnt-səŋ        bɔl  ʤuu jɑmər   ʊʧər ɡɑrəx jim  məd-x-ɡuɛ. 
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私 指示代名詞 夜  寝る‐形動・完了 仮定 ʤuu どんな こと 起こる  確認 知る‐否定 
あの夜もし私が寝ていたらどんなことが起こったか分からない。 
チャハル方言で副動詞接尾辞の‘‐əsəər’は動作の継続を示す以外、条件を表す機能も
あるが、例13）ではまさにこの条件を表すために用いられている。そして14）において‘ʤuu’
に前置する仮定小辞の‘bɔl’は漢語「就」に相当することを 1．の始まりに紹介した。モ
ンゴル語の接尾辞と小辞をもって仮定の意味が十分に示されるため 13）と 14）における‘ʤuu’
は発話者が自分の主張を強調し、前の行動を起こしたら必ず次の結果に繋がるという肯定
の気持ちを表すと考える。 
 
1.6 決然たる態度を示す。 
 
15）bii ʤuu  jæb-ɡuɛ. 
私  ʤuu  行く‐否定 
私は絶対に行きません。 
  
 例 15）のような場合は発話者が ‘ʤuu’をもって決然たる態度を表し、「どうしても、絶
対に」という気持ちを表す。 
 漢語副詞「就」に由来すると思われる‘ʤuu’はチャハル方言の中で上述したような意味
をもって使用されることが分かったがその文法的位置を考えるとまた二つのパターンが考
察される。 
 
2．‘ʤuu’がモンゴル語に用いられる二つのパターン  
チャハル方言における‘ʤuu’はその文中の位置によって後述するような二つのパターン
に分けることができる。 
 
2.1 モンゴル語の接尾辞、小辞などと同時に用いられる。 
 このような文の中で‘ʤuu’は話者が自分の主張を強調するために用いられることが多い。
即ち、こうした文の‘ʤuu’が抜かれても文の意味に大きな変化が現れない。そのため、モ
ンゴル語の中でこれらの接尾辞や小辞が漢語の「就」に相当すると考えられているにも関
わらず、モンゴル語の接尾辞や小辞を抜き、‘ʤuu’を入れ替えることはできない。 
 
13）xold‐əsəər     ʤuu  mʊʊxææ. 
凍る‐副動・継続  ʤuu  まずい 
凍ったらまずくなる。 
xold‐əsəər  mʊʊxææ. 
*xold ʤuu mʊʊxææ. 
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14) bii tər       ɔrœœ ʊnt-səŋ        bɔl  ʤuu jɑmər   ʊʧər ɡɑrəx jim  məd-x-ɡuɛ. 
私 指示代名詞 夜  寝る‐形動・完了 仮定 ʤuu どんな こと 起こる  確認 知る‐否定 
あの夜もし私が寝ていたらどんなことが起こるかが分からない。 
    bii tər  ɔrœœ ʊnt-səŋ  bɔl jɑmər ʊʧər ɡɑrəx jim məd-x-ɡuɛ. 
   *bii tər ɔrœœ ʊnt-səŋ ʤuu jɑmər  ʊʧər ɡɑrəx jim məd-x-ɡuɛ. 
 
2.2‘ʤuu’の位置にモンゴル語の副詞、情態詞などを置き換えることができる。 
この場合は 2.1 と異なり‘ʤuu’とそれに相当するモンゴル語の副詞や情態詞を置き換え
ることができるが、2.1 のように一つの文の中に両方を並べて用いることができない。即ち、
以下示したように‘ərəŋxuu  ʤuu  tiim  sœliɔtœœ.’と‘ərəŋxuu  jɑɡ tiim  sœliɔtœœ.’
は同じ意味をもって、‘mɑɡɑɑtər  ʤuu  jæb‐lɑɑ   uu?’と‘mɑɡɑɑtər‐dɑɑŋ jæb‐lɑɑ   
uu?’は同じ意味をもつ。また、‘ʤuu’を取り除くことはできない。というのは文の本来の
意味が変わるからである。例えば、例 4）の‘ʤuu’を取り除くと「明日行くの」というた
だの質問文になり、もとの意味が変わってしまう。 
 
11) ərəŋxuu        ʤuu  tiim    sœliɔtœœ. 
エレンフ（人名） ʤuu その通り 癖がある 
エレンフにもそういう癖がある。 
ərəŋxuu  jɑɡ tiim  sœliɔtœœ. 
 
4）mɑɡɑɑtər  ʤuu  jæb‐lɑɑ   uu? 
明日     ʤuu  行く‐未来 疑問 
明日にも行くの。 
mɑɡɑɑtər‐dɑɑŋ jæb‐lɑɑ   uu? 
 
3．まとめ 
 ここまでの考察では、漢語「就」を由来すると思われるチャハル方言における‘ʤuu’は
上述した六つの表現機能を持ちながら、その文中の位置に関しては二つのパターンが存在
することが分かった。また、牧畜地域であるグンボラガ・ソムでの確認調査により‘ʤuu’
を用いる以上ようなの表現は所謂都市部（町）だけではなくより純粋なモンゴル語を使用
するとされる牧畜地域にも使われることが明らかになり、‘ʤuu’の使用について町と牧畜
地域では差異がないと言える。最後に、一つの文における‘ʤuu’とそれと関係するモンゴ
ル語成分の関連についてはこれからの課題にしたいと考える。 
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i 盟、旗、ソム・卿・鎮は内モンゴル自治区の行政名称である。 
 
ii 調査に協力していただいた両地域のコンサルタントの情報については以下のようである。調査に協力し
てくださったコンサルタントの皆さんに心から謝意を申し上げます。 
コンサルタント情報 1・シリンホト市 
名前 性別 年齢 学歴 職業 
B 氏 女性 55 歳 大学卒業 図書館館員 
O 氏 女性 42 歳 中等専門学校 医者 
S 氏 女性 44 歳 中学卒業 個人経営者 
G 氏 女性 39 歳 高校卒業 主婦 
A 氏 女性 29 歳 大学卒業 公務員 
HH 氏 男性 56 歳 短期大学卒業 公務員 
HL 氏 男性 34 歳 大学卒業 弁護士 
X 氏 男性 29 歳 専門学校卒業 公務員 
H 氏 男性 28 歳 大学卒業 公務員 
 
コンサルタント情報 2・グンブラガ・ソム 
名前 性別 年齢 職業 学歴 
S 氏 女 66 牧民 小学校 
G 氏 男 72 牧民 小学校 
Q 氏 女 51 牧民 中学校 
Si 氏 女 46 医者 中等専門学校 
Na 氏 女 32 小学校職員 高等専門学校 
Ba 氏 男 27 牧民 中学校 
 
iii母音調和の原則に従って dɑɑŋ, dəəŋ, dɔɔŋ, dooŋ の交替があるが、ここでは dɑɑŋ に代表させる。 
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 ‘ʤuu’ in Mongolian Chakhar dialect： 
A case study of Mongolian and Chinese language contact 
                                    
                                                                          YILIQI 
                                (Graduate School of Humanities and Social Sciences) 
 
Summary 
 This paper is a report of analysis of 'ʤuu' which occur in Mongolian Chakhar dialect as 
a case study of Mongolian and Chinese language contact. And the consultants are 
Mongolian Chakhar dialect speakers residing in XilinHot and Gunboraga-Som of Inner 
Mongolia. As a result, first, the representation functions and the position in the 
statement of 'ʤuu' could be summarized as described in this report. Second, it is 
generally considered that in the Chakher dialect region, the strength of use of Chinese 
in Mongolian in urban and in pastoral regions is different. But the survey show that the 
relationship of the strength of using 'ʤuu' between urban and in pastoral regions makes 
no difference. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
